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核磁気共鳴(NMR)装置に関わる業務報告 ～依頼測定および保守管理・教育支援～ 








































機器による構造解析法の分類と利用目的   　  (SCANS NEWS 2002-Ⅰ「有機化合物の分子構造解析」より抜粋）








３、質量分析法 　 主に電子線によるイオン化 分子量・分子式の決定、化合物の同定と構造解析選択的高感度検出器
４、X線結晶構造解析法 　 単結晶によるX線の回折 ３次元分子構造の決定、絶対配置の決定
１例）未知の有機化合物の解析 












　質量分析： C2H6O (分子量46) 
　IR            : C2H5OH 









原子団の数　 　            ：積分強度 
結合の情報　 　            ：スピンースピン結合定数(Jカップリング） 
原子団の局所環境　　　：化学シフト 
原子団間の距離情報　 ：核オーバーハウザー効果（NOE） 




　   隣が CH3 ⇒ 4重線 


































400MHz,磁場強度9.4テスラ   
500MHz, 11.7テスラ   600MHz, 14.1テスラ   
400 MHz 500 MHz 600 MHz
分光器機種 ECS (JEOL) Alpha (JEOL) ECA (JEOL)
分光器導入年 2009年 1993年 2003年
マグネット導入年 2009年 2010年 2003年
 operation PC windows XP windows XP Linax





・液体N2: 週１回ごとに充填 (自動供給システム） 
 




























































































自己測定件数　～　約2600 samples (1H: 2500, 13C: 85, 多核: 7 sample) 
1H測定がメイン：　有機合成化合物の確認 



































































 ②　装置のversion up 
 ③　NMR関係者とのネットワーク構築など 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組んでいきたい　　　　　　　 
ゆくゆく 
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ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 
